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時 躅で 生 じ 尺． ≧ れ は 逶，根腐食 色乾 け 鳥 い 粒 界 近 ・傍の 胤

食 が i！ ら rL 加 速 t 敢 ，侵 俊が進 冴 腐俊霽 の 犯端 で 施力 集

中 左 生 じ 底都 に 徴．組 な 割畝 が
’
生 じ ゐ ヒ考 尢 られ ろ， 喜 た，

c「o ｝の 場 倉 は 論 性 な 3 べ 1）im　tl く 生 じ る剪断 葩力 の 勠響

五 受け る 匕 ヒ も K
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